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中期 中観派 にお ける自性(svabhava)解 釈

rang bzhinとngo bo nyidの 用 例 を 中 心 に

那 須 真 裕 美

Ｉ は じめに 空 を標榜 す る中観派 に とって,恒 常不変 の 「自性」(svabhava)の

否 定 は中観派 に共通す る議論 の立脚 点で あった.だ が後代 チベ ッ トで は,無 自性

論者 について説 く文脈 において,自 立論証派 をngo bo nyid med par smra ba,帰 謬

論証派 をrang bzhin med par smra baと 区別 して表現 す る例 が見 られ る1).自 立 論証

派 と帰謬 論証派 の相 違 の一 因 として,前 者が世俗 として 自性 を認 めた のに対 し,

後 者 は世俗 として も認 めない点 を挙 げるこ とがで きる.

各 々の 中論釈 の 同箇所 に表 れ るsvabhavaの 訳 語 を比較 す る と,PPで はngo bo

nyid,PSPで はrang bzhinと い う異なった訳語 が与 え られてい る.無 論,サ ンスク

リッ ト原 典 と比較 可 能 なバ ー ヴ ィヴ ェ.一力著作 にお け るす べ てのsvabhavaが,

ngo bo nyidと 訳 されてい るので はな く,チ ャ ン ドラキールテ ィ著作 におけるすべ

てのsvabhavaが,rang bzhinと 訳 されて いるので もない.

ⅡPPとPSP第15章 に見 る訳語 の相違 とチ ャン ドラキール テ ィの 自性 解釈

rangbzhinとngobonyidと い う訳語 を重視 して見 るな らば,PP翻 訳 者 ル イゲ ン

ツェン(Klu'i rgyal mtshan)は,MMK第15章 で 用い られ るsvabhavaをngo no nyid

と,prakrtiをrang bzhinと 訳 した.こ れ に対 して,PSP翻 訳 者 ニマ タ ク(Nyima

grags)はsvabhavaとpral<rti双 方 をrangbzhinと 訳 してい ることが分 か る.

na sambhavah svabhavasya yuktah pratyayahetubhih / hetupratyayasambhutah svabhavah krtako 

bhavet // (MMK15.1) 

[PP] ngo bo nyid rgyu rkyen las // 'byung bar rigs pa ma yin no // 

rgyu dang rkyen las byung ba yi // ngo bo nyid ni byas par'gyur // 

[PSPI rang bzhin rgyu dang rkyen las ni // 'byung bar rigs pa ma yin no // 

rgyu dang rkyen las byung ba yi // rang bzhin byas pa can du 'gyur // 

prakrtau kasya casatyamanyathatvam bhavisyati / prakrtau kasya ca satyamanyathatvam bhavisyati

/(MMK15.9) 

[PP] rang bzhin yod pa ma yin na // gzhan du'gyur ba gang gi yin //
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rang bzhin yod pa yin na yang // gzhan du 'gyur ba ji ltar rung // 

[PSP] rang bzhin yod pa ma yin na // gzhan du 'gyur ba gang gi yin // 

rang bzhin yod pa yin na yang // gzhan du 'gyur ba ji ltar rung //

PPl5.1とPSPl5.2に はsvabhavaの 語 義解釈がな されてお り2),と もにsvabhava

を 「自らの性質,本 質」(svo bhavah,rang gi ngo bo)と 解 釈 す る.し か し,こ れ らの

箇 所 にお いて も各 々 の翻 訳 者 に採 用 され たsvabhavaの 訳 語 は,PPで はngobo

nyid,PSPで はrangbzhinで あ った.

この ように採用す る訳語 の相 違 は,バ ー ヴィヴ ェーカ とチ ャン ドラキールテ ィ

双方 の 自性解釈 の差違 を反 映 してい るのだろ うか.チ ャン ドラキール テ ィの 自性

解釈 の特徴 の一つ として,世 間的 にものの 「自らの性質,本 質」だ と考 え られ る

火 の熱 さな どの性質 を,凡 夫 に とっての 自性 であ ると否 定的 に解釈す る点 が挙 げ

られ る.

世 間の人々 は,人 為 的に作 られた性質 を 自性 とは呼ばず,火 の熱 さ等 の 「本来

その ものに具わ っている性質 」を 自性 と呼ぶ.だ がチャ ン ドラキール テ ィは,こ

れを凡夫 レヴ ェル の解釈 で あ り,中 観 論者(ヨ ーギン)は その解釈 の妥当性 を認

めな い とす る.世 間 の人 々 の言 う火 の熱 さ等 は 「因 と縁 に よって生 じた もの」

(hetupratyayajanhitam)で あ って,「 作 られた もの」(krtalcam)で あ るので,ヨ ーギ ン

の立場 か らは 自性 ではない.す なわち,火 の熱 さは凡夫 に とっては 自性で あるが,

ヨーギ ンは 自性 とは認 め ない.こ れ は,彼 の唯世俗(samvrtimatra)理 解,ひ いて

は二諦 に対 す る解 釈 に関連 す るもので あ る3).ま た 彼 の 自性解 釈 の特 徴 として,

自性 とは法性で あ り空性で ある とす る解釈 も示す こ とがで きる.

諸々のものには法性(dharmata)が あ り,こ れこそがその自相である.で は,こ の法性 と

は何か.諸 々のものの自性である.そ の自性 とは何か.本 性(prakrti)で あ る.こ の本性

とは何か.空 性(sunyata)で あ る.こ の空性 とは何か.自 性のないこと(naihsvabhavya)

で ある.こ の自性のないこととは何か.真 如(tathata)で ある.真 如 とは何か.あ るがま

まの状態であり,変 化 しないことであり,常 に必ず存続しそいることである4).

この記述 は,唯 世俗 あるいは二諦 説 に基づか ない と矛盾 が生 じる.火 に とって

の熱 さが 自性 で はな く,自 性が法性 で あ ると言 うな らば,こ の 「法性(dharmata)

=自 性(svabhava)=本 性(prakrti)=空 性(sunyata)=無 自性(nibsvabhavya)=真 如

(tathata)」とい う関係 は,「 自性=無 自性」とな る時点で成 立 しない.だ が,チ ャ ン

ドラキー ルテ ィは,第2項 の 「自性」 を肯定 的,あ るいは勝義 的な 自性 として,

第5項 の 「自性」 を否定 され るべ き,凡 夫が把握 す る世俗 的 な 自性 と理解 した.

1056



(58) 中 期 中 観 派 に お け る 自性(svabllava)解 釈(那 須)

同 箇 所 の ニ マ タ ク 訳 で は,「chosnyid(dharmata=ngo bo(svabhava)=rang bzhin

(pralati)=stong pa nyid(sunyata)=rang bzhin med pa(nihsvabhavya)=de bzhin nyid

(tathata)」 と し て,否 定 さ れ る べ き 対 象 で あ る 第5項 のsvabhavaをrang bzhinに,

空 性 や 真 如 と等 し い 第2項 のsvabhavaをngo boと し て い る5).

ⅢBhaviveka著 作 中 の"svabhava"と そ の 自 性 解 釈 バ ー ヴ ィ ヴ ェ ー カ の 自 性

解 釈 の 特 徴 は,世 俗 に お い て は 自 性(ngo bonyid)・ 自 相(mtshan nyid)を 認 め,勝

義 と し て は そ れ ら を 認 め な い と言 う 点 に あ る6).こ の 解 釈 は,ヨ ー ギ ン の 立 場 か

らsvabllava(rang bzhin)を 凡 夫 の 把 握 す る 自 性 で あ る と し て 否 定 し た チ ャ ン ド ラ

キ ー ル テ ィ の 解 釈 と は 明 ら か に 異 な る.

PP第15章 に お け るsvabhavaの 訳 語 の 用 例 と し て,バ ー ヴ ィ ヴ ェ ー カ のPPに

お け るsvabhavaが,チ ャ ン ド ラ キ ー ル テ ィ のPSPがrang bzhinと 訳 さ れ る 同 箇 所

に お い て,ngobonyidと 訳 さ れ て い る こ と は,先 に も確 認 し た 通 り で あ る.だ が,

PPI5.8の 記 述 を 例 に 取 る と,そ こ に はrangbzhinとnobonidが 混 在 して い る.

ci 'i phyir dngos po 'i bdag nyid rang bzhin gyis yod pa nyid yin na / gzhan du 'gyur ba nyid du mi 
'dod ce na / de 'i phyir dngos po 'i rntshan nyid kyi / rang bzhin gzhan du 'gyur ba ni // nam yang 
'thad par mi 'gyur ro // zhes smras to / me 'i tsha ba 'i mtshan nyid kyi rang bzhin grang ba nyid du 

mi 'gyur ba bzhin no zhes bya bar dgongs so // de 'i phyir de ni chos mi mthun pa 'i dpe 'i tshig yin 

to / dper na brtag pa la byas pa nyid yod par ml rigs pa bzhin no // 'dir rjes su dpag pa ni don dam 

par pang gi dngos po rnams la j i Itar rtog pa 'i ngo bo nyid yod pa ma yin to / gzhan du 'gyur ba 'i 

phyir dper na chu 'i reg pa med dang phrad pas / tsha ba 'i dngos por gyur pa la don dam pa pa 'i 

tsha ba 'i ngo bo nyid med pa bzhin no // 7)

MMK15.8-9はprakrtiを 議 論 の 対 象 と し て お り,先 掲 のMMK15.9に も見 る よ う

にPPで はpral<rtiをrang bzhinと 訳 し,svabhavaをngo bo nyidと 訳 す こ と こ と か

ら,以 下 の よ う に 対 応 さ せ る こ とが で き よ う.

「何 故,も の の 自体 がprakrtiと して 存 在 す る な ら変 化 が あ り えな い の か 」 と い うな らば,

そ れ 故 に,も の の 本 質 で あ る 「prakrtiが変 化 す る こ とは 決 して あ り得 な い か らで あ る 」

(MMK15.8cd)と い う.火 に熱 性 とい う特 徴 を有 す るprakrtiが あ れ ば,そ れ が 冷 た くは な

らな い よ う に,と い う意 で あ る.そ れ 故 に,こ れ は 異 喩 に あ た る.恒 常 な る も の に は 作 ら

れ た も の とい う性 質 が あ る こ とは な い よ うに.そ して,論 証 式 が 次 の よ うに構 成 され る.

(宗)勝 義 とい う観 点 か ら,内 的 な諸 々 の も の に は妄 想 さ れ て い る よ うなsvabhavaは な い

(因)変 化 す るが 故 に

(喩)水 の感 触 が火 と会 っ て熱 とな る場 合,勝 義 と して の熱 さ のsvabhavaが な い よ うに

ル イ ゲ ン ツ ェ ン は,MMK引 用 部 あ る い は 取 意 部 のprakriをrang bzhinと 訳 し,
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バ ー ヴ ィ ヴ ェ ー カ の 論 述 部 分 ,と くに 論 証 式 に お い て はngo bo nyid(svabhava)を 用

い て い る.と く に,「 恒 常 な る も の に は 作 ら れ た も の と い う性 質 が あ る こ と は な

い 」 の がsvabhavaを 指 す こ と は 明 ら か で あ る こ と か ら,prakrtiとsvabhava(rang

bzhinとngo bo nyid)を 同 義 と し て 考 え た と 読 み と れ よ う.

ま た,中 観 派 の 最 も 重 要 な 命 題 で あ る 「自 性 が 空 で あ る こ と」(rang bzhin stong

pa nyid)を 例 に す る と,PSPの 用 例 を 適 用 す る な ら ば8),rang bzhin stong pa nyid

はsvabhavasunyataを 訳 し た とみ な さ れ る.し か し,PP記 述 中 の 用 例 に 従 う な ら

ば,prakrtisunyataに な るの だ ろ う か.prakrtiとsvabhavaを 同 義 と し て 訳 し た と仮

定 す る な ら ば,rang bzhin stong pa nyidがsvabhavasunyataの 訳 語 で あ っ た と考 え る

こ と は で き な い だ ろ うか.

バ ー ヴ ィ ヴ ェ ー カ の 著 作 を 管 見 した 中 で ,rang bzhin stong pa nyidがsvabhavasu-

nyataを 訳 し た 例 を,MHK3.115に お い て 確 認 す る こ とが で き る.

svabhavasunyatabodhan nivrttes tanmater api / aksayaksayidharmatvam prapnoty apraptiyogatah // 

rang bzhin stong nyid rtogs pa'i // de yi blo yang zlog gyur pas // 

zad med mi zad chos nyid 'thob// thob pa med pa'i tshul gyis so //

MHKの 翻 訳者 はルイ ゲ ンツェ ンで はな く,ツ ル テ ィムギ ャル ワ(Tshulkhrims

rgyalba)で あ る.単 純 に訳語の使用頻度 とい う点 か らMHK第3章 を概 観す る と,

svabhavaをrang bzhinと 訳 すの は上掲の1例 のみで あ り,対 す るngobonyidは10

例 を確認 す る ことがで きる.こ の傾 向 は,PP第15章 と類似 してい る.ま た,論

証式 に取 り上 げ られたsvabhavaの 訳 語 としてngo bo nyidを 使 用す る例 は,MHK

3.26を は じめ認 め られ る.こ の点 においてもPP,ひ い てはルイゲ ンツ ェンの訳語

用法 の傾 向 との類似性が ある と言 えよ う.

ま た,ツ ル テ ィ ムギ ャル ワ はMHKに お け るsvabhavaの 訳 語 として,ngobo

nyidに 次 いでdngos nyidも 用 い る.ま た,MHK3.156に お いて,svabhavasunyaが

dngos nyid stongと 訳 され ることか らも,ngobonyidとdngos nyidを 同 義 と解 した

可能性が考 え られ る.

Ｖ 結 語PPあ るい はMHKに あ らわれ るsvabhava(ngo bo nyid)とPSPに 見 ら

れ るsvabhava(rang bzhin)は,等 しいのか異な るのか.例 えばニマ タク翻訳 の解釈

では,ngo bo nyidとrang bzhinが シ ノニ ム として用 い られ てい る とは推測 しがた

い.し か し,ル イゲ ンツェンの解釈で は,ngo bo nyidとrang bzhinが,そ して ツ

ルテ ィムギ ャル ワの解釈 も加 えるな らばdngos nyidも ほ ぼ同義 として用 い られ る

点 を鑑 み て,現 段 階で はル イゲ ンツ ェ ン訳 のngo bo nyidと ニ マ タ ク訳 のrang
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bzhinは,同 様 のsvabhavaを 解 した ものであ る と言 え よ う.本 稿 で は,バ ー ヴィ

ヴェー カ とチャ ン ドラキール ティの 自性解釈 の違 いは,両 者 の世俗 としての立場

の解釈 に起 因す るものであ り,訳 語の差 異に単 に表 れてい るのではない と考 え る.

略号

MMK Mulamadhyamakakarika (Trans. Jnanagarbha, Klu'i rgyal mtshan Rev. Hasumati, Nyi 

ma grags) 

de Jong ed. Mulamadhyamakakarikah, The Adyar Library and Research Centre, 1977 

MHK Madhyamaka-hrdaya-karika (Trans. Dipamkarasrijnana, Tshul khrim rgyal ba )

江島恵教 『中観思想の研究』春秋社,1980

TJ Madhyamaka-hrdaya-vrtti-tarkajvdld (Trans. Dipamkarasrijnana, Tshul khrim rgyal ba ) 

Iida,S., Reason and Emptiness, Hokuseido Press,1980 

PP Prajndpradipa-mulamadhyamakavrtti (Trans. Jnanagarbha Klu'i rgyal mtshan) 

P. No. 5253, D. No. 3853 

PSP Prasannapadd (Trans. Mahasunati, Nyi ma grags Rev. Kanakavarman, Nyi ma grags) 

P. No. 5260, D. No. 3860 

Poussin,L.V. ed. Mulamadhyamakakarikds de Ndgdrjuna avec la Prasannapadd 

Commentaire de Candrakirti, Bibliotheca Buddhica ‡W, 1970 

1) Lam rim chen mo (The Collected Works of He Tsong kha pa Blo bzang grags pa, vol. 20, 279) 

2) PP15.lab(D.157b4) , PSP15.2ab(p.260 11.4-5) 3) cf. MABh ad MA6.28 (p.108

ll.13-20)チ ヤ ン ドラ キ ー ル テ ィの 二 諦 解 釈 に 関 して は,拙 稿 「中 観 派 に お け るvyavaha-

rasatyaの 解 釈 」 『佛 教 学 研 究 』 第57号(2003),「 中期 中観 派 に お け る世 俗 諦 解 釈 」 『佛 教

学 研 究 』 第58/59号(2005)で 論 じた.4)PSP15.2cd(p.2641.11-p.2651.1)5)

この 文脈 で は,無 自性 として 否 定 され るべ きsvabhava以 外 に も,rangbzhinと 訳 して い る

項 目 が も う1つ あ る.prakrtiで あ る.木 村 氏 の 指 摘 に よ れ ば,PSPに は1.1(p.26/.6),

7.13(p.159l.7)の2箇 所 に,prakrtiとsvabhavaが 並 列 され る とす る.こ れ ら の場 合 に は,

prakrtiをrang bzhinに,svabhavaをngo bo nyidと 訳 して い る.PSPと 同 じ くニ マ タ クの翻

訳 で あ るLaksananusariniで も,svabhavaをngo bo nyid,pralcrtiをrang bzhinに 訳 して い る.

(木 村 誠 司 「『中論 』 に お け るsvabhAvaに つ い て1『 駒 澤 短 期 大 学 仏 教 論 集 』9,2003 p.

407参 照)6)TJad.MHK3.26(p.8611.11-19)7)PP15.8cd(D.160a7-b2)8)

[rang bzhin gyis stong pad bhavasvabhavasunya 18.7 (p.3681. 8) 26. 12 (p.560 1. 2), svabhavasu-

nya 17.32 (p.331 l.1) 23.13 (p.461 1.9) [rang bzhin gyis stong pa nyid] svabhavasunyata 26.11(p. 

559 1.5) [rang bzhin gyis stong pa'i phyir] svabhavasunyatatvat 22.13 (p.4471.10) [rang bzhin 

gyis stong pas] svabhavasunyatatvat 17.20 (p. 323 1.14)

〈キ ー ワ ー ド〉 自性,バ ー ヴ ィ ヴ ェ ー カ,チ ャ ン ドラ キ ー ル テ ィ

(龍 谷 大 学 非 常 勤 講 師)
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(232) Abstracts

In this paritta ritual, monks invite many devas to the place of the ritual, 

and offer some words that include a request to devas. At the end of the ritu-
al, monks cause the devas to return. This paritta ritual resembles rituals of 

Hindu puja in structure. 

187. Some Problems of the Bodhisatta's Birth in the Nikaya 

Shin AMANO 

The purpose of this paper is to point out that the description of the Bodhi-

satta's birth scene including "the gatha at birth" in the Nikaya is that of the 

former Buddha's birth scene. In the Nikaya, the Bodhisatta's birth scene of 
this type is contained in the Acchariyabbhutadhammasutta (MN. 123, MN. III 

pp.118-124. = Acch). it is similar to the Bodhisatta Vipassin's birth scene in the 
Mahapadanasuttanta (DN. 14, DN.II pp.l-54. = MAP). If we compare the two 

birth scenes more minutely, we notice that the introductory portion in Acch 
which contains "the conversation about the former Buddhas among the bhik-
khus" is related to the description of "the characteristics of the former Bud-

dhas" in MAP. In addition, a parallel description of the Acch introduction is 
found in MAP, and its Sanskrit and Chinese versions, but the location of the 

parallel description is different. From this, we can comprehend that the in-
troduction in Acch was originally the introduction to "the characteristics of 

the former Buddhas". Thus, it can be said that the Bodhisatta's birth scene in 

Acch is that of the former Buddha's in MAP, and that the Bodhisatta's birth 
scene including "the gaha at birth" had been handed down as the former 

Buddha's birth scene in the Nikaya. 

188. On the interpretation of svabhava by Middle Period Madhyamikas 

Mayumi NASU 

The term nihsvabhavavadin was represented by ngo bo nyid med par smra 

ba and rang bzhin med par smra ba in later Tibetan Buddhism. The former 

is the Svatantrikas and the latter is the Prasarngikas. In Bhaviveka's Prajn-
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apradipa, Klu'i rgyal mtshan translated svabhava into ngo bo nyid, but in 

Candrakiriti's Prasannapada, Nyi ma grags translated svabhava into rang 

bzhin, though they are equally commentaries on Mula-Madhyamaka-karika. 

I would like to focus on the different translations of svabhava from Sanskrit 

to Tibetan. In the light of their intentions, I understand the words ngo bo 

nyid by Klu'i rgyal mtshan and rang bzhin by Nyi ma grags as synonyms. 

Therefore I suggest that the difference between Bhaviveka's and Candrakir-

ti's interpretation of svabhava is not simply represented by the usage of ngo 

bo nyid and rang bzhin but results from their distinctive understandings of 

samvrti. 

189. A Problematic School Named 'Sautrantika' (2) 

Waso HARADA 

The purpose of this paper is to produce counterevidence to the claim that 
a heterodox group within the Sarvastivada school was called pejoratively 
"Darstantika" by orthodox Sarvastivadins. 

190. On anulaksana and anavastha 

Yoshihiko NASU 

I treat the discussion of a fault of infinite regress (anavastha) of four char-

acteristics (samskrtalaksana) and four secondary characteristics (anulaksana) 
in the Mahavibhasa. Against the criticism that there is a fault of infinite re-

gress in a theory of four characteristics, the Sarvastivada-Vaibhasikas make 
three types of responses in the Mahavibhasa. 

(a) Some Sarvastivada-Vaibhasikas respond that there is no fault, even if 
there is an infinite regress. 

(b) Other Sarvastivada-Vaibhasikas respond that there is no fault because 
there is no infinite regress. This response is based on the theory that three 

dharmas occur at the same moment when dharmas arise. 

 (c) Orthodox Sarvastivada-Vaibhasikas respond that there is no fault be-
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